
 
**第1条（本規約の目的）** 
 
本規約は、株式会社obniz（以下「当社」という。）の提供するクラウドサービス「obnizCloud」（以下「本サービス」といい
ます。理由の如何を問わずサービスの名称又は内容が変更された場合は、当該変更後のサービスを含みます。）について定め

るものとします。 
 
**第2条（用語の定義）** 
 
本規約においては、次の用語はそれぞれ次の意味で使用します。 
 
（1）利用契約：本規約に基づき当社と契約者との間に締結される本サービスの提供に関する契約 
 
（2）申込者：当社に本サービスの提供を申し込む法人、機関等 
 
（3）契約者：利用契約を当社と締結し、本サービスの提供を受ける法人、機関等 
 
（4）端末機器：本サービスを利用するために電気通信回線を経由して当社の指定サーバに接続する端末機器および端末電子基
板の総称であり、当社が指定したもの 
 
（5）チップセット：本サービスを利用するために電気通信回線を経由して当社の指定サーバに接続する端末電子基板上にある
プロセッサ類の総称であり、当社が指定したもの 
 
（6）obniz ID：端末機器を識別するために用いられる符号 
 
（7） obniz SDK：端末機器に接続される電子部品を操作するためのプログラム 
 
（8）ユーザID：契約者が指定する利用ユーザを識別するために用いられる符号 
 
（9）利用ユーザ：必要に応じて契約者が承認し、本サービスを利用する者 
 
（10）AIサービス：本サービス内に搭載される機械学習・生成AIに基づく分析・解説・制御支援機能の総称 
 
（11）MCPサーバー：AIエージェントが本サービスに接続し機器情報の取得や操作を行うためのModel Context Protocolに基
づくサーバー機能 
 
（12）AI生成コンテンツ：AIサービスが出力する分析結果・グラフ・説明文・操作提案等の一切 
 
（13）保存データ：契約者または契約者の顧客が本サービスにおいて記録、入力または保存したデータの総称 
 
（14）入力データ：契約者がAIサービスに入力するデータ（テキスト、数値、画像等を含みます。） 
 
（15）外部AIサービス：AIサービス・MCPサーバーその他の外部のサービスの総称 
 
（16）外部AIサービス事業者：外部AIサービスのサービス提供者 
 
**第3条（本規約の適用）** 
 
1　当社は、利用契約の内容に従って本サービスの提供を行い、契約者は利用契約および当社が定める条件にてこれを利用する
ものとします。 
 



2　本サービスの詳細については、obniz[サービス説明書](./service)に記載するものとします。obnizサービス説明書は、利用契
約の一部を構成するものとします。 
 
**第4条（本規約の変更）** 
 
1　当社は、民法（明治29年法律第89号）第548条の4（定型約款の変更）の規定に基づき、本規約を変更することができま
す。 
 
2　当社は、前項の規定により本規約を変更する場合、その効力発生日を定め、効力発生日の［14］日前までに、ウェブサイト
への掲載その他の適切な方法により、以下の事項を周知するものとします。 
 
①本規約を変更する旨   
②変更後の本規約の内容   
③効力発生日   
 
3　契約者は、第31条の規定にかかわらず、前項の規定に従い周知をした日から効力発生日までの間に当社に通知することに
よって、利用契約を解除することができます。 
 
**第5条（利用契約の申込み）** 
 
1　申込者は、本規約の内容を承詰の上、当社が定める方法により、本サービス利用のための申込みを行うものとします。利用
契約は、当社が当社所定の手続によって申込みを承諾したときに成立します。本規約は、利用契約の一部を構成します。 
 
2　当社は、前項の規定にかかわらず、次の場合には、その利用契約の申込みを承諾しない、あるいは承諾を留保することがあ
ります。 
 
（1）申込者が実在しない場合 
 
（2）当社所定の利用申込書に虚偽の記載または記入漏れがある場合 
 
（3）申込者が過去に本サービスの代金支払いを遅延し、　または不正に免れようとしたことがある場合 
 
（4）本サービスの利用目的が、評価、解析その他本来の目的と異なるものであると疑われる場合 
 
（5）申込者またはその代表者、役員において、反社会的勢力（暴力団、暴力団員等をいう。）に該当するときまたはそのおそ
れがあるとき 
 
（6）その他当社が不適当と判断する相当の理由がある場合 
 
3　前項に従い、当社が利用契約の申込みを承諾せず、あるいは承諾を留保する場合は、その旨を申込者（契約者）に通知しま
す。ただし、当社は、承諾をしなかったことあるいは承諾を留保したことによる責任は負いません。 
​
 

**第6条（利用契約の期間）** 
 
1　利用契約の契約期間は、本サービスの利用開始日（利用開始の申込みに対して当社が承諾した日または当社と契約者との間
で合意した日をいいます。）から当社および契約者が別途定める期間とします。 
 
2　利用契約の契約満了日から甲乙が別途定める期間までに、契約者から当社に対して、当社の指定する方法で解約の申込みが
なかった場合には、利用契約の契約満了日の翌日を契約更新日として、同一の内容・条件にて利用契約が1項にて定める期間更
新されるものとし、以降も同様とします。 



 
**第7条（サービスの範囲）** 
 
1　当社は、当社指定の条件下で、契約者が管理する端末機器から電気通信回線を経由して当社の指定サーバに接続することに
より、本サービスを利用することのできる環境を提供します。 
 
2　契約者は、本サービスの利用に必要な端末用ソフトウェア（obnizOS）を、当社が提供するアプリケーション配信サービス
（以下「配信サービス」という。）を通じて取得することができます。当社は配信サービスの性能、内容、継続性について何

ら保証しません。配信サービスの全部または一部について、不具合その他の理由による中止、停止によって、契約者が端末用

ソフトウェアを入手できなくなった場合であっても、当社はその責任を負いません。 
 
3　当社は、端末機器及びチップセットの不具合または販売停止などが生じた場合に、本サービスの提供を保証するものではあ
りません。 
 
4　契約者は、obnizOSのアップデートを行うことが可能ですが、当社はobnizOSが正しくアップデートできることを保証する
ものではありません。 
 
5　当社は、契約者または利用ユーザが、端末機器にインストールされるobnizOSに付与される秘密鍵を紛失した場合、秘密鍵
を再発行しません。 
 
**第8条（利用制限）** 
 
1　本サービスは、契約者自身の用途若しくは契約者自身の製品またはサービスに組込んでの利用を目的として提供されるもの
であり、利用ユーザに対して本サービスを提供することができます。 
 
2　契約者による本サービスの利用は端末機器から当社指定のURLへ接続することにより行われるものとし、obnizOS及び
obniz SDKを除き、本サービスを構成するソフトウェア自体をダウンロードしたり、コピーする等の方法により本サービスを
構成するソフトウェアを入手することはできません。 
 
3　契約者は、利用ユーザに対し、本規約に定める条件を周知し、これに従わせるものとします。 
 
**第9条（本サービスの変更）** 
 
当社は、本サービスの機能追加、改善を目的として、当社の裁量により本サービスの一部の追加・変更を行うことがありま

す。たたし、当該追加・変更によって、変更前の本サービスのすべての機能・性能が維持されることを保証するものではあり

ません。 
 
**第10条（サービスレベル）** 
 
1　当社は、obnizサービス説明書記載の基準を満たすよう、商業的に合理的な努力をもって本サービスを提供します。 
 
2　obnizサービス説明書記載のサービスレベルは、特段の記述がない限り、本サービスに関する当社の努力目標を定めたもの
であり、サービスレベルを下回った場合でも、当社は損害賠償その他いかなる責任も負わないものとします。 
 
**第11条（obnizID）** 
 
1　 obnizIDは、当社が定める方法および使用条件に基づいて当社が付与するものとします。 
 
2　契約者は、自らの管理責任により、obniz IDを不正利用されないよう厳格に管理するものとします。 
 
3　当社は、obniz IDの不正利用によって契約者に生じた損害について責任を負いません。 
 



4　契約者は、利用契約に定めるobnizIDの上限数を、当社が定める方法によって申し込むことにより、追加または減少させる
ことができます。その場合における申込手続等については第5条を準用します。 
 
5　当社が前項の申込みに対して承諾したときは、契約者は、追加・削除後のobnizID数に基づき、本サービスの利用料金を支
払うものとします。 
 
**第12条（ユーザIDおよびパスワード）** 
 
1　ユーザIDおよびパスワードは、当社が定める方法および使用条件に基づいて当社が付与するものとします。 
 
2　契約者は、自らの管理責任により、利用ユーザのユーザIDおよびパスワードを不正使用されないよう厳格に管理するものと
します。 
 
4　当社は、ユーザIDおよびパスワードの不正利用によって契約者に生じた損害について責任を負いません。当社は、ユーザID
とパスワードの認証を行った後に行われた本サービスの利用行為については、すべて契約者に帰属するものとみなすことがで

きます。 
 
**第13条（利用ユーザ）** 
 
1　契約者は、利用ユーザを定め、利用ユーザに対し、ユーザIDを付与します。 
 
2　契約者は、ユーザIDの付与、および利用ユーザによる本サービスの利用について責任を持ち、責任の及ぶ範囲において不正
利用等が発生しないようにします。 
 
**第14条（電気通信回線）** 
 
契約者が使用する端末機器から本サービスに接続する電気通信回線は、契約者自身の責任と費用負担において、確保、維持さ

れるものとし、当社は一切の責任を負いません。 
 

**第15条（データ管理）** 
 
1　契約者は、本サービスの利用に関連して入力、提供または伝送するデータ等について、必要な情報は自己の責任で保全して
おくものとします。 
 
2　当社は、契約者が利用する情報に関して、本サービスを提供する設備等の故障等により減失した場合に、その情報を復元す
る目的でこれを別に記録して一定期間保管しますが、復元の義務を負うものではありません。 
 
3　当社は、障害、誤操作等による減失からの復旧を目的として、契約者の入力、登録したデータを保存するための機能を当社
の定める内容にて提供します。ただし、すべてのデータが当該機能によって保存、復元されることを保証するものではありま

せん。なお、当該機能によって復元をする場合は、当社が有償で対応します。 
 
4 AIサービスの精度向上を目的として、契約者のセンサーデータおよびAIへの入力データを匿名化・統計処理した上で利用す
る場合があります。契約者は設定画面よりこれを拒否することができます。 
 
5　MCPサーバーを経由して外部AIサービスに送信されるデータの内容および範囲は、契約者が設定した接続許可の範囲に基
づくものとし、当該データが外部AIサービスにおいてどのように処理、保存または利用されるかについて、当社は関知せず、
責任を負いません。契約者は、外部AIサービスの利用規約およびプライバシーポリシーを自ら確認の上、MCPサーバーの接続
設定を行うものとします。 
 
6　本サービスにおいて保存期間内に保存されているデータがMCPサーバーまたはAIサービスを経由して外部に送信された場
合、当該データの外部における保存期間および削除の時期について、当社は管理する義務を負わず、責任を負いません。 



 

**第16条（個人情報の管理）** 
 
1　当社は、本サービスに入力されるデータに個人情報が含まれていた場合、本サービス提供の目的以外で利用しないものと
し、個人情報の保護に関する法律および当社個人情報保護方針に基づいて、紛失・破壊・改竄・漏洩等の危険から保護するた

めの合理的な安全管理措置を講じ、厳重に管理するものとします。 
 
2　当社は、本サービスの提供のため必要がなくなった個人情報に関して、一切のコピーを残すことなく、当社責任のもとで速
やかに破棄するものとします。 
 
4　契約者は、利用契約の申込み時に、当社に対して個人情報を提供する場合を除き、AIサービスの利用にあたって、個人情
報、機密情報その他の秘匿性の高い情報（以下「個人情報等」といいます。）を入力する等、当社に個人情報等を提供しては

ならないものとします。契約者がAIサービスの利用にあたり個人情報等を入力したことに起因して生じた損害について当社は
一切の責任を負いません。 
 
5　本条の規定は、利用契約が終了した後も有効に存続するものとします。 
**第17条（当社による情報の管理・利用）** 
 
1　当社は、本サービスの改良、サービスの維持管理等を目的とする統計調査のため、契約者の本サービスの利用状況、画面・
項目の利用頻度等の統計数値を利用し、あるいは統計調査に必要な限度でこれらの情報を解析し、二次加工して活用するもの

とし、契約者はかかる統計調査、二次加工活用を行うことに同意します。 
 
2　当社は、契約者または利用ユーザが入力したデータ及びobnizOSとサーバ間を経由する通信に関し、善良な管理者による注
意をもって機密保持とその管理に努めるものとします。 
 
3　契約者は、当社が、裁判所、その他の法的な権限のある官公庁の命令等により本サービスに関する情報の開示ないし提出を
求められた場合は、かかる命令等に従って情報の開示ないし提出をすることがあることを承諸し、かかる開示ないし提出に対

して異議を述べないものとします。 
 
4　当社は、契約者が本サービスを利用するに際し、当社に提供、入力またはアップロードした一切の情報及び本サービスにお
いて、AIサービスを利用して生成され、契約者に提供された一切の情報その他情報を運営上一定期間保存していた場合であっ
ても、かかる情報を保存する義務を負うものではなく、当社はいつでもこれらの情報を削除できるものとします。なお、当社

はこれらの情報を削除したことにつき契約者等に生じた損害について、当社は責任を負いません。 
 
5　当社は、前項で一定期間保存していた情報の削除を要請された場合であっても、これに応じる義務を負いません。ただし、
個人情報の保護に関する法律その他の法令により当社が削除義務を負う場合はこの限りではありません。 
 

**第18条（AIサービス）** 
 
1　AIサービスは、契約者によるデータの分析、可視化および操作の意思決定を補助する目的で提供されるものであり、AIサー
ビスの出力に基づく最終的な判断および操作の実行は、契約者の責任において行うものとします。 
 
2　AIサービスの出力内容は、生成AIの技術的特性上、事実と異なる情報、不正確な分析結果または不適切な操作提案を含む可
能性があり、当社はその正確性、完全性、再現性、特定目的への適合性その他一切について保証しません。 
 
3　AIサービスの出力に基づいて契約者または利用ユーザが行った操作・判断により、契約者、利用ユーザまたは第三者に生じ
た損害について、当社は責任を負いません。 
 



4　当社は、AIサービスの提供にあたり、当社が選定する第三者の外部AIプロバイダーのAPI等を利用する場合があります。た
だし、本サービスは外部AIサービスとの連携を保証するものではなく、外部AIプロバイダーの仕様変更、サービス停止その他
の事由により、AIサービスの全部または一部が利用できなくなった場合であっても、当社は責任を負いません。 
 
5　契約者は外部AIサービスの利用規約を自己の責任で遵守し、契約者と外部AIサービス事業者との間で紛争等が生じた場合で
あっても、当社は一切の責任を負いません。 
 
6　AI生成コンテンツに関する著作権その他の知的財産権は、法令に別段の定めがある場合を除き、当社に帰属するものとしま
す。ただし、契約者が入力したデータに関する権利は契約者に留保されます。 
 
7　契約者は、AI生成コンテンツが第三者の知的財産権その他の権利を侵害しないことについて当社が保証しないことを了承
し、AI生成コンテンツの利用に起因して第三者との間で紛争が生じた場合は、契約者の責任と費用において解決するものとし
ます。 
 
8 AIサービスにおける入力データの取扱い 
 
 (1)　入力データに関する権利は、契約者に帰属します。 
 

 (2)　当社は、入力データを、AIサービスの提供（外部AIプロバイダーへのAPI送信を含みます。）の目的でのみ利用するもの
とし、契約者の同意なく第三者に開示しません。ただし、第17条第3項に定める場合はこの限りではありません。 
 
 (3)　当社は、入力データが外部AIプロバイダーに送信された後の当該プロバイダーにおける取扱いについて、商業的に合理的
な範囲で適切なプロバイダーを選定する義務を負いますが、当該プロバイダーによるデータの取扱いについて保証するもので

はありません。 
 

（4）本サービスにおける保存データがAIサービスの入力として利用される場合、当該保存データに関する第15条の規定は引き
続き適用されるものとします。ただし、AIサービスを通じて外部AIプロバイダーに送信された後のデータの取扱いについて
は、本条の規定が優先して適用されるものとします。 
 
**第19条（MCPサーバーおよびAIエージェントからの利用）** 
 
1　MCPサーバーは、外部のAIエージェントが本サービスに接続し、端末機器の情報取得および操作を行うためのインター
フェースとして提供されます。MCPサーバーの利用にあたっては、当社が定める認証方式および利用条件に従うものとしま
す。 
 
2　MCPサーバーへのアクセスに使用する認証情報（APIキー、トークン等）の発行、管理および失効処理は契約者の責任と
し、認証情報の漏洩、不正利用等により契約者または第三者に生じた損害について当社は責任を負いません。 
 
3　契約者がMCPサーバー経由での端末機器の操作を許可する設定を行った場合、当該設定に基づきAIエージェントが実行し
た操作はすべて契約者の指示に基づくものとみなし、その操作結果（機器の誤動作、意図しない制御、データの損失等を含み

ます。）について当社は責任を負いません。 
 
4　契約者は、MCPサーバーを通じて接続する外部AIサービスの選定、設定および監視について自らの責任で行うものとし、
当該外部AIサービスの不具合、誤判断またはセキュリティ上の脆弱性に起因して生じた損害について当社は責任を負いませ
ん。 
 
5　当社は、MCPサーバーの安全性確保のため、接続頻度の制限、特定の操作の制限その他必要な措置を事前の通知なく講じ
ることができるものとします。 
 



6　契約者は、MCPサーバーを利用する場合、人の生命、身体または財産に危険を及ぼすおそれのある用途において、AIエー
ジェントによる自律的な操作のみに依存してはならず、適切な人的監視および安全措置を講じるものとし、契約者がかかる適

切な人的監視および安全装置を講じることを怠ったことにより損害が発生したとしても、当社は一切の責任を負いません。 
7　MCPサーバーを経由した外部AIサービスからのアクセスにより、本サービスにおいて保存されているデータ（保存期間内
のセンサーデータ、設定情報等を含みます。）が当該外部AIサービスに送信される場合があります。契約者は、MCPサーバー
の接続を許可することにより、当該接続許可の範囲において保存データが外部に送信されることに同意するものとします。 
 
**第20条（利用料金の支払方法）** 
 
1　契約者は、利用契約が成立した日から起算して利用契約の終了日までの期間について、本サービスの利用料金およびこれに
かかる消費税等（以下「利用料金等」という。）を支払うものとします。 
 
2　利用契約の契約期間において、本サービスの提供の休止、中止その他の事由により本サービスを利用することができない状
態が生じたときであっても、契約者は、契約期間中の利用料金等を支払うものとします。 
 
3　契約者は、本サービスの利用料金等を、当社からの請求書に従い当社が指定する期日までに当社指定の金融機関に支払うも
のとします。なお、支払いに必要な振込手数料その他の費用は、契約者の負担とします。 
 
4　前各項に定める本サービスの利用料金の支払いは、当社が当社に代理して本サービスの利用料金を受領する第三者を指定し
た場合には、契約者は当該第三者に前項に準じて本サービスの利用料金の支払いを行うものとします。 
 
5 AIサービスの利用に伴い、当社が利用する外部AIプロバイダーのAPI使用量等に応じて、追加料金が発生する場合がありま
す。料金体系の詳細は別途サービス説明書または当社ウェブサイトに定めるものとし、料金体系を変更する場合は第4条の定め
に従うものとします。 
6　MCPサーバーを経由した外部AIサービスからのアクセスに伴い、当社が提供する携帯電話回線の通信量が増加した場合、
契約プランに定める通信量の上限を超過した分について、別途当社が定める超過料金が発生する場合があります。 
 
**第21条（遅延損害金）** 
 
契約者が、本サービスの利用料金等を所定の支払期日が過ぎてもなお支払わない場合、契約者は、所定の支払期日の翌日から

支払日の前日までの日数に、年14.6%の利率で計算した金額を遅延損害金として支払うものとします。 
 
**第22条（委託）** 
 
当社は本サービスの提供に関する業務の全部もしくは一部を契約者の承諾なしに、第三者に委託することができます。ただ

し、その場合、当社は責任をもって委託先を管理するものとします。 
 
**第23条（禁止行為）** 
 
契約者は、本サービスを利用するにあたり、以下の行為を行わないものとします。 
 
（1）法令に達反する行為またはそのおそれがある行為 
 
（2）公序良俗に反する行為 
 
（3）他の契約者の利用を妨害する行為またはそのおそれがある行為 
 
（4）本サービスを構成するハードウェアまたはソフトウェアヘの不正アクセス行為、クラッキング行為その他設備等に支障を
与える等の行為 
 
（5）本サービスの提供を妨害する行為またはそのおそれがある行為 
 



（6）本サービスを構成するソフトウェアの解析、リバースエンジエアリングその他ソースコードを入手しようとする行為 
 
（7）他の契約者のobniz IDを使用する行為またはその入手を試みる行為 
 
（8）他の契約者のデータを閲覧、変更、改竄する行為またはそのおそれがある行為 
 
（9）当社または外部AIサービス事業者その他第三者の知的財産権、肖像権、名誉権、プライバシー権その他権利を侵害する行
為 
 
（10）私的利用または内部利用以外の目的でAI生成コンテンツを利用（複製、公衆送信等）する行為 
 
（11）AIサービスを利用して、第三者を誤認させる目的で事実と異なる情報を生成・流布する行為 
 
（12）MCPサーバーを経由して、当社または第三者の機器・システムに対して不当な負荷をかける、または損害を与える行為 
 
（13）AIサービスの出力を、人間による確認を経ずに、人の生命、身体もしくは財産に影響を及ぼしうる機器の制御に直接使
用する行為 
 
（14）MCPサーバーを経由して、当社が提供するAPI仕様に定めのない方法により本サービスにアクセスし、またはアクセス
を試みる行為 
 
（15）外部AIサービス利用して、当社または第三者のシステムの脆弱性を探知し、またはこれを悪用する行為 
 
（16）AIサービスに対し、本来の利用目的を逸脱した入力（プロンプトインジェクション、ジェイルブレイク等を含みま
す。）を行い、AIサービスの制御を回避しまたは不正な出力を誘発する行為 
 
（17）MCPサーバーを経由して、本サービスに保存されたデータを大量に抽出し、当社が提供するサービスと競合するサービ
スの開発または提供に利用する行為 
 
（18）当社が提供する携帯電話回線を、本サービスの利用目的以外の用途に使用する行為 
 
（19）外部AIサービスの利用規約に抵触する行為 
 

**第24条（知的財産権）** 
 
１　本サービスを構成する有形・無形の構成物（端末機器、ソフトウェアプログラム、デー　　　 
　タベース、AI生成コンテンツ、アイコン、画像、文章マニュアル等の関連ドキュメント等を含む。）に関する　 
　著作権を含む一切の知的財産権、その他の権利は、当社または当社に許諾した第三者に帰 
　属します。 
 
２　当社は、契約者に対し、前項に規定する知的財産権その他の権利（特許第6439954号および特許第6519765号を含みます
が、これに限られません）について、契約者および利用ユーザによる本サービスの利用に必要な限りにおいて、本サービスを

非独占的に利用する権利を供与します。なお、前項に規定する知的財産権の一部が消滅・無効となった場合でも、既にお支払

いいただいた利用料金の返金、将来的な利用料金の減額はいたしません。 
 
**第25条（侵害の場合の責任）** 
 
1 本サービスの利用に関して、第三者から契約者に対して知的財産にかかるクレーム、その他の請求が発生した場合　契約者
はただちに当社に書面で通知するものとし、当社はその責任と負担においてかかるクレーム等を処理するものとします。ただ

し、かかるクレーム等の発生が契約者自身の責めに帰すべき事由に基づく場合および契約者が当社にクレーム等の発生を速や

かに通知しない等の事由により当社が適切な防御を行う機会を逸することになった場合は、この限りではありません。 



 
2　前項の規定にかかわらず、AIサービスに関しては、生成AIの技術的特性上、AI生成コンテンツが第三者の知的財産権を侵害
しないことについて当社は保証しません。AI生成コンテンツの利用により第三者から契約者に対してクレームその他の請求が
なされた場合、前項に基づく当社の対応義務は適用されないものとし、契約者が自己の責任と費用において対応するものとし

ます。 
 
**第26条（自己責任の原則）** 
 
1　契約者は、契約者および契約者が承認した利用ユーザ（以下本条で「契約者等」といいます。）による本サービスの利用お
よび本サービス内における一切の行為（情報の登録、閲覧、削除、送信等）およびその結果について、一切の責任を負いま

す。 
2　契約者は、契約者等による本サービスの利用に伴い、当該契約者等の責めに帰すべき事由で外部AIサービス事業者もしくは
第三者に対して損害を与えた場合、または第三者からクレーム等の請求がなされた場合、自己の責任と費用をもって処理、解

決するものとします。 
3　契約者は、契約者がその故意または過失により当社に損害を与えた場合、当社に対して、当該損害の賠償を行うものとしま
す。 
 
4　当社が、他のユーザ、外部AIサービス事業者または第三者から、契約者の本サービスの利用に関連して、権利侵害その他の
他の理由により何らかの請求を受けた場合、契約者は当社が負担すべき当該請求の金額につき、当社に対して賠償する責任を

負うものとします。ただし、当社に故意または重過失があった場合にはこの限りではありません。 
 
**第27条（保証の制限）** 
 
1　当社は、本サービスが、重要な点において、実質的に正常に提供されることを保証します。 
 
2　当社は、本サービスを構成する端末機器およびソフトウェアにバグ等の瑕疵のないことや、本サービスが契約者の特定の利
用目的に合致することを保証するものではありません。また　当社は、端末機器において他のソフトウェア等が使用ないし併

用された場合の、本サービスの正常な動作を保証するものではありません。 
 
3　当社は、本サービスの運用において、通信回線、コンピュータ及び電子回路などの障害によるシステムの中断・遅滞・中
止、データの損失、データへの不正アクセスがないことを保証するものではありません。 
 
4　本サービスに重要な瑕疵が認められた場合における当社の責任は、商業的に合理的な範囲内において、本サービスの修正な
いし瑕疵の除去の努力をすることに限られるものとします。 
 
5　当社は、AIサービスの出力の正確性、信頼性、適時性、完全性および特定目的への適合性について保証しません。また、当
社はMCPサーバーが外部AIサービスとの接続において常時利用可能であること、または特定の応答速度を維持することについ
ても保証しません。 
 
**第28条（免責および損害賠償の制限）** 
 
1　当社は、本規約の各条項に従って制限された限度においてのみ、本サービスについての責任を負うものとします。当社は、
本規約の各条項において保証しないとされている事項、責任を負わないとされている事項、契約者の責任とされている事項に

ついては、一切の責任を負いません。 
 
2　当社は、当社の責めに帰すべき事由によって本サービスに関して契約者に損害が生じた場合であっても、当社に故意または
重過失がある場合を除いて、その賠償責任は、契約者が当社に対して支払った過去6か月分の利用料金を上限とします。 
 
3　当社が責任を負う場合であっても、契約者の事業機会の損失、逸失利益、データ滅失・損壊によって生じた損害について
は、契約責任、不法行為責任その他請求の原因を問わず、いかなる賠償責任も負いません。 
 



4　AIサービスおよびMCPサーバーの利用に関して契約者に生じた損害については、当社に故意または重過失がある場合を除
き、当社は一切の賠償責任を負わないものとします。当社が賠償責任を負う場合であっても、その範囲は第2項に定める上限額
の範囲内とします。 
 
8　MCPサーバーを経由した外部AIサービスによるアクセスに起因して、本サービスに保存されたデータの漏洩、改変または
消失が生じた場合であっても、契約者がMCPサーバーの接続を許可する設定を行っていたときは、当社は責任を負いません。 
 
**第29条（本サービスの休止）** 
 
1　当社は、定時にまたは必要に応じて、保守作業のために、本サービスを一時的に休止することができるものとします。 
 
2　当社は、保守作業を行う場合には、事前に契約者に対してその旨を通知するものとします。たたし、緊急の場合には、事前
の通知をすることなく本サービスを休止し、事後速やかに契約者に通知するものとします。 
 
3　当社は、外部AIサービス事業者の仕様変更、サービス停止その他事由により、本サービスの継続が困難と判断した場合、本
サービスの全部または一部を一時的に休止することができるものとします。 
 
4　第1項、第3項及び第5項に定めるほか、当社は、第三者による妨害行為等により本サービスの継続が契約者に重大な支障を
与えるおそれがあると判断される場合、その他やむを得ない事由がある場合にも、本サービスを一時的に休止することができ

るものとします。 
 
5　当社は、MCPサーバーを経由した外部からのアクセスにより本サービスまたは当社のシステムに過度な負荷が生じた場
合、当該アクセスに関する本サービスの全部または一部を事前の通知なく休止することができるものとします。 
6　当社は、本条に基づいてなされた本サービスの休止によって契約者に生じた不利益、損害について責任を負いません。 
 
**第30条（本サービスの廃止）** 
 
1　当社は、本サービスの一部または全部を何時でも廃止できる権利を有します。 
 
2　本サービスの一部または全部を廃止する場合、当社は廃止する3か月以上前を目標として、最低限1週間前には当該サービス
の契約者に対して通知を行います。 
 
3　当社が予期し得ない事由または法令・規則の制定・改廃、天災等のやむを得ない事由で、サービスを廃止する場合において
1週間以上前の通知が不能な場合であっても、当社は可能な限り速やかに契約者に対して通知を行います。 
 
4　本条に定める手続に従って通知がなされたときは、当社は本サービスの廃止の結果について何ら責任を負いません。 
 
**第31条（契約者が行う解除）** 
 
1　契約者は、第6条第1項に定める期間は、利用契約を解除することができません。 
 
2　契約者は、第6条第2項によって延長された利用契約の期間内に、契約者の都合により利用契約を解除しようとする場合は、
解除しようとする日の1週間までに当社の指定する方法により、その旨を当社に通知するものとします。 
 
**第32条（当社が行う解除）** 
 
1　当社は、契約者が次の各号のいずれかに該当すると判断した場合、契約者への催告を要することなく利用契約の全部もしく
は一部を解除することができるものとします。 
 
（1）当社の事業に支障を与える行為を行った場合 
 



（2）重要な財産に対する差押、仮差押、仮処分、租税滞納処分、その他公権力の処分を受け、または破産手続開始、民事再生
手続開始、会社更生手続開始もしくは特別清算開始の申立てが行われた場合 
 
（3）解散もしくは事業の全部を譲渡し、またはその決議がなされた場合 
 
（4）自ら振り出しもしくは引き受けた手形または小切手が不渡りとなる等支払停止状態に至った場合 
 
（5）監督官庁から営業停止、または営業免許もしくは営業登録の取消しの処分を受けた場合 
 
（6）第5条第2項各号に掲げる事由の一つがある場合 
 
（7）本サービスの利用にあたって、当社または外部AIサービス事業者その他第三者に損害を生じさせるおそれのある目的・方
法で利用したまたは利用しようとした場合 
 
（8）本規約に違反した場合 
 
（9）外部AIサービスの利用規約に違反した場合 
 
2　当社は、契約者が利用契約等に違反し、または契約者の責めに帰すべき事由によって本サービスの提供を継続し難い重大な
事由が発生し（以下「違反等」という。）、当該違反等について、電子メールまたは書面による催告をしたにもかかわらず14
日以内にこれを是正しないときは、利用契約の全部もしくは一部を解除することができるものとします。 
 
**第33条（契約終了後の処理）** 
 
1　契約者は、理由の如何を問わず利用契約が終了した場合、ただちに本サービスの利用を終了し、以後、本サービスを利用す
ることはできません。 
 
2　当社は、理由の如何を問わず利用契約が終了した場合、本サービスに格納された一切のデータを当社の責任で消去するもの
とします。 
 
3　当社は、本条に基づいてデータを消去したことによって契約者に生じた損害を賠償する義務を負わないものとします。 
 
4　利用契約の終了前に外部AIサービスに送信されたデータについて、当社は当該外部AIサービスにおける消去の義務を負わな
いものとします。契約者は、利用契約の終了に先立ち、必要に応じて外部AIサービスにおけるデータの削除を自ら行うものと
します。 
 
**第34条（通知）** 
 
本サービスに関する通知その他本規約に定める当社から契約者に対する通知は、電子メールによる方法その他当社の定める方

法によって行うものとします。通知は、当社からの発信によってその効力が生ずるものとします。 
 
**第35条（権利義務譲渡の禁止）** 
 
契約者は、利用契約の契約上の地位を第三者に承継させ、または利用契約に基づく権利義務の全部または一部を第三者に譲渡

し、承継させ、または担保に供してはならないものとします。 
 
**第36条（不可抗力）** 
 
当社は、天災、法令・規則の制定・改廃、その他の不可抗力によって本サービスの履行が妨げられた場合には、利用契約その

他の一切の規定にかかわらず、かかる不可抗力によって契約者に生じた損害について一切の責任を負担しません。 
 
**第37条（協議）** 



 
本規約の解釈について両当事者間に異議、疑義が生じた場合、または本規約に定めのない事項が生じた場合、誠実に協議し、

円満にその解決を図るものとします。 
 
**第38条（準拠法および裁判管轄）** 
 
利用契約に関する事項については、日本法を準拠法とし、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 
 
--- 
2026年4月6日 改訂 
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